
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、

平
成

年
度
予
算
案
で
は
、

23

一
般
会
計
と
、
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

介
護
保
険
の
３
特
別
会
計

の
予
算
議
案
に
反
対
し
ま

し
た
。

条
例
で
は
、
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、

先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
反

対
し
ま
し
た
。

反
対
討
論

党
市
議
団
を
代
表
し
て

加
藤
鉱
一
議
員
が

日
、

22

本
会
議
で
反
対
討
論
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

☆

☆

☆

平
成

年
度
予
算
は
、

23

合
併
特
例
措
置
の
廃
止
に

よ
る
交
付
税
削
減
を
見
通

し
て
、
行
財
政
改
革
が
い

っ
そ
う
進
め
ら
れ
ま
す
。

自
治
体
リ
ス
ト
ラ
と
合

理
化
で
、
職
員
の
削
減
と

低
賃
金
の
非
正
規
雇
用
化
、

施
設
の
統
廃
合
や
民
間
委

託
で
す
。

学
校
給
食
の
民
営
化
や

学
校
統
廃
合
、
保
育
所
の

民
間
委
託
、
幼
稚
園
の
廃

止
、
不
安
定
雇
用
に
あ
る

非
正
規
職
員
の
雇
い
止
め

な
ど
、
断
じ
て
許
す
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

な
ど
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
無
料
化
や
、
県
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
上
乗

せ
な
ど
市
民
要
求
の
実
現

は
前
進
面
で
す
。

世
界
レ
ベ
ル
の
バ
イ
オ
研

究
と
そ
の
産
業
化
は
本
来
、

国
の
仕
事
で
あ
り
、
市
の

負
担
を
見
直
す
べ
き
で
す
。

国
保
税
で
は
、
医
療
分

の
税
率
統
一
は
、
引
き
上

げ
で
は
な
く
加
重
平
均
を

採
用
し
た
こ
と
は
一
定
の

評
価
が
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
減
税
と
な
る

鶴
岡
地
域
は
介
護
分
の
引

き
上
げ
で
相
殺
さ
れ
、
医

療
分
が
引
き
上
げ
と
な
る

羽
黒
・
朝
日
・
温
海
地
域

は
二
重
に
負
担
増
と
な
り

ま
す
。

国
保
税
の
本
格
的
な
減

税
、
廃
止
す
べ
き
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
、
介
護
の

待
機
者
解
消
の
た
め
に
特

養
施
設
の
増
設
と
利
用
者

の
負
担
軽
減
に
取
り
組
む

べ
き
で
す
。

自
治
体
リ
ス
ト
ラ
や
合

理
化
で
は
な
く
、
バ
イ
オ

産
業
化
な
ど
開
発
政
策
を

見
直
し
、
住
民
の
安
全
、

健
康
、
く
ら
し
を
守
る
施

策
に
１
０
０
％
の
力
を
注

ぎ
込
む
こ
と
を
求
め
ま
す
。
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鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例
議
会
が
２
日
か
ら

日
ま

22

で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
議
会
は
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
た
め
に
会

期
を
２
日
間
短
縮
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
市
長
提
案
の
平
成

年
度
一
般
会

23

計
予
算
、

の
特
別
会
計
予
算
、

の
条
例
・
事

12

31

件
・
人
事
議
案
、
平
成

年
度
一
般
会
計
補
正
予

22

算
な
ど

議
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

51

そ
の
中
に
は
、
合
併
後
初
の
都
市
宣
言
と
な
る

「
鶴
岡
市
平
和
都
市
宣
言
」
も
含
ま
れ
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
が
提
案
し
た
「
待
機
者
解
消
を

目
指
し
、
介
護
施
設
の
増
設
を
求
め
る
意
見
書
」
、

「
看
護
師
養
成
の
拡
大
に
つ
い
て
の
意
見
書
」
を

は
じ
め
、
「
精
米
工
場
の
指
定
に
関
す
る
意
見
書
」

「
除
雪
対
策
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
良
く
す
る

連
絡
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
『
２
０
１
１
年
度
山
形

県
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
に
関
し
、
使

い
勝
手
の
良
い
制
度
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願
』
は
継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
最
終
日
の

日
に
は
、
議
会
開
会
冒
頭
、

22

大
震
災
犠
牲
者
に
哀
悼
の
意
を
表
し
黙
祷
を
行
い

ま
し
た
。

党
市
議
団
は
後
援
会
の
み
な
さ
ん
と
共
に
、
救
援
募
金
や
物
資
提
供
な
ど
の
、
支
援
活
動

を
震
災
発
生
後
直
ち
に
開
始
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
治
体
リ
ス
ト
ラ
や
「
合
理
化
」
や
め

住
民
の
安
全
、
く
ら
し
を
守
る

鶴岡市平和都市宣言

世界の恒久平和実現は、人類共通の願いです。

しかし、いまなお武力紛争等により尊い生命が奪われ

世界の平和に大きな脅威がもたらされています。

世界唯一の被爆国である日本に住む私たちは、核兵器

をはじめとする大量破壊兵器の速やかな廃絶を訴えます。

私たち鶴岡市民は戦争のない永遠の平和と文化の構

築を強く決意し、ここに「平和都市」を宣言します。

「
平
和
都
市
宣
言
」

全
会
派
一
致
で
議
決

鶴
岡
市
議
会
は
３
月
議

会
で
「
鶴
岡
市
平
和
都
市

宣
言
」
を
全
会
派
一
致
で

議
決
し
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
３
月
に
「
鶴

岡
市
平
和
都
市
宣
言
に
関

す
る
請
願
」
が
議
会
で
採

択
さ
れ
、

年
２
月
に
市

08

当
局
か
ら
「
宣
言
案
」
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
内
容
は
、「
核

兵
器
の
廃
絶
」が
消
え
、「
大

量
破
壊
兵
器
の
廃
絶
」
に

な
っ
て
い
た
た
め
、
原
水

爆
禁
止
田
川
地
区
協
議
会

（
田
川
原
水
協
）
が
中
心

と
な
っ
て
「
核
兵
器
廃
絶
」

を
入
れ
る
よ
う
に
求
め
る

署
名
活
動
や
市
へ
の
交
渉

が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し

た
。党

市
議
団
は
市
民
の
動

き
と
結
ん
で
昨
年
９
月
、

「
宣
言
案
を
再
検
討
す
る

よ
う
市
当
局
に
議
会
と
し

て
求
め
る
」
こ
と
を
各
会

派
に
提
案
、
今
議
会
に
提

案
さ
れ
た
「
平
和
都
市
宣

言
案
」
は
、
党
市
議
団
の

修
正
案
が
反
映
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。



鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
は
２
日
開
会
し
、
日
本

共
産
党
市
議
団
を
代
表
し

て
関
徹
議
員
が
総
括
質
問

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

国
保
税
引
き
下
げ
を

平
成

年
度
は
国
民
健

23

康
保
険
税
率
の
統
一
と
介

護
支
援
分
の
増
税
で
、
羽

黒
、
朝
日
、
温
海
地
域
で

は
大
幅
な
値
上
げ
と
な
り

ま
す
。

関
議
員
は
、「
国
保
財
政

に
対
し
て
一
般
財
源
か
ら

の
法
定
外
の
繰
り
入
れ
も

お
こ
な
い
、
引
き
下
げ
に

全
力
を
尽
く
す
べ
き
だ
」

と
求
め
ま
し
た
。

榎
本
政
規
市
長
は
、「
繰

入
れ
は
す
べ
て
の
市
民
の

税
負
担
に
な
る
」
と
答
え
、

引
き
下
げ
に
否
定
的
で
す
。

低
所
得
者
の
「
医
療
費

の
一
部
負
担
金
の
減
免
」

に
つ
い
て
、関
議
員
は
、「
生

活
保
護
基
準
の
世
帯
で
は

適
用
対
象
が
狭
い
」
と
し

て
市
独
自
の
拡
大
を
求
め

ま
し
た
。

特
養
の
増
設
計
画
を

介
護
保
険
で
は
、「
特
養

待
機
者
１
１
７
１
人
に
対

し
、
特
養

床
を
含
め
２

78

４
６
床
で
非
常
に
不
足
し

て
い
る
。
積
極
的
な
増
設

計
画
を
立
て
る
べ
き
だ
」

と
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、「
入
所
申
込
者

数
は
重
く
受
け
止
め
て
お

り
、
内
容
を
分
析
し
な
が

ら
適
切
な
水
準
の
確
保
を

考
え
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

看
護
師
確
保

看
護
師
確
保
の
問
題
で

は
、「
看
護
師
養
成
は
市
立

荘
内
看
護
専
門
学
校
の
定

員

人
、
酒
田
で
定
員

20

30

人
で
、
山
形
県
は
高
齢
者

１
万
人
対
比
の
養
成
数
が

全
国
一
低
い
が
、
特
に
庄

内
は
立
ち
後
れ
て
い
る
。

荘
内
看
学
の
定
員
拡
大

や
奨
学
金
制
度
創
設
な
ど
、

本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
」
と
求

め
ま
し
た
。

市
長
は
、「
荘
内
看
学
の

定
員
拡
大
は
、
教
室
や
実

習
室
な
ど
大
規
模
な
施
設

改
修
、
教
員
の
増
員
が
必

要
と
な
り
、
荘
内
病
院
で

の
こ
れ
以
上
の
実
習
受
け

入
れ
が
困
難
で
も
あ
り
、

現
段
階
で
は
難
し
い
」
と

答
え
ま
し
た
。

学
校
統
廃
合

学
校
適
正
配
置
の
検
討

で
は
、「
複
式
学
級
の
解
消

が
提
案
さ
れ
た
が
小
規
模

校
の
『
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
』
論
の
根
拠
は
何

か
。
配
置
委
員
会
・
地
域

検
討
委
員
会
で
も
十
分
に

検
討
す
べ
き
」
と
質
し
ま

し
た
。

難
波
信
昭
教
育
長
は
、

「
文
科
省
の
資
料
に
市
の

研
究
成
果
を
加
え
て
提
示

し
、
一
定
の
共
通
理
解
を

得
ら
れ
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
早
急
に
結

論
を
出
す
こ
と
と
し
な
が

ら
も
、
地
域
と
の
関
係
や

歴
史
的
な
要
素
を
大
切
に

す
る
。

正
確
な
情
報
を
積
極
的

に
提
供
し
、
保
護
者
や
住

民
の
理
解
を
図
る
と
と
も

に
地
域
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
合
意
形
成
に
努
め
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

学
校
給
食
の
民
営
化

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

行
財
政
改
革
に
よ
る
朝

日
・
櫛
引
の
学
校
給
食
民

営
化
の
問
題
で
、「
市
当
局

の
性
急
な
進
め
方
を
反
省

し
、
市
民
へ
の
情
報
提
供

と
合
意
形
成
に
努
め
る
べ

き
だ
」
と
正
し
ま
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

で
は
、「
業
者
の
切
実
な
願

い
で
あ
り
、
繰
り
返
し
取

り
上
げ
て
き
た
市
議
団
と

し
て
も
大
い
に
歓
迎
し
、

期
待
す
る
。
申
し
込
み
が

超
過
す
れ
ば
予
算
の
拡
大

を
検
討
す
べ
き
だ
」
と
求

め
ま
し
た
。

バ
イ
オ
研
究
支
援

慶
應
バ
イ
オ
研
究
支
援

で
は
、「
多
額
の
研
究
支
援

は
見
直
し
、
事
業
化
へ
の

支
援
に
限
定
し
て
、
そ
の

成
果
目
標
に
見
合
っ
た
も

の
に
大
幅
に
縮
小
す
べ
き
」

と
質
し
ま
し
た
。

市
長
は
、「
県
と
市
で
世

界
水
準
の
基
盤
・
応
用
研

究
を
強
化
・
発
展
さ
せ
、

研
究
成
果
が
地
域
に
具
体

的
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。
支
援
の

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

雇
用
促
進
住
宅
を

使
い
や
す
い
住
宅
に

加
藤
太
一
議
員

加
藤
太
一
議
員
は
、「
茅

原
の
雇
用
促
進
住
宅
を
市

が
買
い
取
り
、
市
営
住
宅

と
し
て
使
用
す
る
ま
で
の

概
要
と
、
現
入
居
者
へ
の

対
応
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
」
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。建

設
部
長
は
、「
来
年
度

中
に
は
市
営
住
宅
と
し
た

い
」
と
し
て
、
現
入
居
者

の
優
先
的
入
居
や
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
も
検
討
し
て

い
く
と
答
え
ま
し
た
。

加
藤
太
一
議
員
は
、
高

齢
者
等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
公
費
助
成
の
考
え

を
質
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
部
長
は
、「
財

源
の
確
保
や
接
種
履
歴
管

理
、
助
成
対
象
な
ど
困
難

な
面
も
多
い
が
、
課
題
整

理
も
含
め
研
究
し
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

灯
油
購
入
に
支
援
を

三
浦
幸
雄
議
員

三
浦
幸
雄
議
員
は
、「
原

油
が
高
騰
し
、
灯
油
の
値

上
が
り
が
続
き
、
低
所
得

者
へ
の
福
祉
灯
油
を
検
討

す
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し

た
が
、
健
康
福
祉
部
長
は
、

「
当
面
は
灯
油
助
成
を
予

考
え
、
地
域
合
意
を
重
視

し
、
柔
軟
か
つ
慎
重
に
進

め
て
い
く
」
と
答
え
ま
し

た
。

仮
称
南
部
児
童
館
整
備

は
歓
迎

関

徹
議
員

関
徹
議
員
は
、「
１
学
区

の
仮
称
南
部
児
童
館
整
備

は
歓
迎
す
る
」
と
述
べ
、

整
備
計
画
に
つ
い
て
質
問
。

健
康
福
祉
部
長
は
、「
建

設
場
所
は
教
育
研
修
所
が

移
転
し
た
旧
第
３
中
学
校

跡
地
で
、
自
由
来
館
型
の

児
童
館
と
し
て
整
備
す
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

関
徹
議
員
は
、
第
３
中

学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て

質
問
し
、
教
育
次
長
は
「
耐

震
性
能
が
低
い
た
め
優
先

的
に
耐
震
化
を
図
る
施
設

だ
。
で
き
る
だ
け
早
期
に

方
向
付
け
を
し
て
い
き
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

定
し
て
い
な
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

三
浦
議
員
は
、「
水
道
福

祉
料
金
は
１
世
帯
当
り
４

９
８
円
。
行
政
改
革
に
よ

る
廃
止
は
低
所
得
者
に
と

っ
て
大
問
題
だ
」
と
質
し

ま
し
た
。

健
康
福
祉
部
長
は
、「
他

の
サ
ー
ビ
ス
に
比
べ
て
市

民
生
活
に
与
え
る
影
響
は

少
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

三
浦
議
員
は
今
冬
の
豪

雪
に
ふ
れ
、「
住
宅
密
集
地

で
は
雪
を
置
く
場
所
が
な

く
な
る
た
め
、
公
共
・
民

間
の
空
き
敷
地
を
利
用
し

た
雪
捨
て
場
の
確
保
」
を

求
め
ま
し
た
。

建
設
部
長
は
、「
所
有
者

の
協
力
、
管
理
、
費
用
の

問
題
を
解
決
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
市
も
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し

た
。

分
室
の
廃
止
は
問
題

加
藤
鉱
一
議
員

加
藤
鉱
一
議
員
は
、
各

地
域
庁
舎
の
教
育
委
員
会

分
室
が
廃
止
さ
れ
、
集
約

さ
れ
る
が
、「
住
民
の
要
望

や
声
を
届
け
る
分
室
の
役

割
が
大
き
い
」
と
質
し
ま

し
た
。

教
育
次
長
は
、「
新
年
度

で
学
校
教
育
班
を
、
次
年

度
で
社
会
教
育
体
育
班
を

本
所
に
集
約
す
る
。
地
域

庁
舎
と
連
携
を
図
っ
て
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。

加
藤
鉱
一
議
員
は
、「
地

域
に
学
校
統
合
問
題
を
強

引
に
持
ち
込
め
ば
、
感
情

的
な
対
立
が
心
配
さ
れ
る
」

と
質
し
ま
し
た
。

教
育
長
は
、「
地
域
と
の

関
係
や
歴
史
的
な
経
緯
を
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